
女子中高生のための関西科学塾は、科学技術振興機構（JST）の「女子
中高生の理系進路選択支援プログラム」の一環として、関西の大学が提携
し、女子中高生を対象に講演会や実験などを行う企画です。第 10 回目と
なる今回は、神戸大学が中心となり、神戸大学、大阪大学、大阪府立大
学、奈良女子大学、京都大学などで開催されました。

京都大学では、11 月 15 日（日）に高校生 79 名、同伴者 9 名の参加の
もと、様々な実験講座が開催されました。

女子中高生のための関西科学塾
� JST 女子中高生の理系進路選択支援プログラム

■京都大学での実験一覧

テ　　ー　　マ 部　　局 講　　師

1 目にみえない放射線を測る 理学研究科 川畑貴裕

2 DNA･ タンパク質 1 分子を実際に見てみよう！ 物質－細胞統合システム拠点 原田慶恵

3 DNA とはなにか ― DNA に関する基礎実験 理学研究科 朴昭映

4 カオス・フラクタルの世界を知る 情報学研究科 宮崎修次

5 にじいろを見よう 理学研究科 馬場正昭

6 地下を ＂掘らず＂ に探ってみよう！ 工学研究科 後藤忠徳

7 高温超伝導の不思議 理学研究科 吉村一良

8 畑の土を調べる 農学研究科 間藤徹・落合久美子

9 あれっ！こんなところにも核が ?! !
～ DNA に起こった異常を観察しよう～

理学研究科 秋山（張）秋梅
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11 月 25 日（水）12 時～13 時に、「保育園入園待機

乳児のための保育室」の利用者を対象に、保護者懇談会

を行いました。

育児・介護支援事業 WG 主査 小西先生の司会進行

で、昼食を食べながら、保育室で撮影した写真のスライ

ドを流し、保育士さんにお子さんの保育室での様子をお

話してもらいました。その後、保育士さんが子どもたち

に人気の「きらきらぼし」「大きな太鼓、小さな太鼓」

「保育園入園待機乳児のための保育室」では、9 週目

～15 ヶ月までのお子さんが一緒に生活しています。生活 

リズムもそれぞれなので、ときには、すやすや眠るお子

さんの横で、元気いっぱい遊びまわったり、大きな声で

泣き出してしまったりすることがあります。そんなとき

には、会議室へ行き気分転換。会議室はマットをひき、

トンネルの遊具を置いて、保育室として利用できるよう

にしています。いつもと違うお部屋を興味深く眺める子、 

ハイハイでトンネルをくぐって行ったり来たりする子、

自由に歩きまわる子、みんなのびのびと遊んでいます。

待機乳児保育室　保護者懇談会

会議室で気分転換

「パンダ、ウサギ、コアラ」の 3 つの手遊びを紹介し、

保護者の方と一緒にやってみました。その後、質疑応答

の時間には、離乳食についての質問に、保護者の方がそ

れぞれよく作るものや工夫していることなどをお話さ

れ、外国人研究者より、海外と日本の食事や文化の違い

などについて話が及ぶと、皆さん興味深く聞き入ってお

られました。終了後も、育児について周りの方とお話さ

れ、短い時間でしたが、保護者同士の交流を深めました。
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12 月 11 日（金）、エネルギー科学研究科主催、男女

共同参画推進センター共催にて、男女共同参画推進講演

会が開催されました。

石原慶一副研究科長の司会進行で、稲葉カヨ理事・副

学長より挨拶があり、世界における日本の現状や、京都

大学の現状、京都大学男女共同参画推進センターの取り

組みなどについて説明がありました。

次に、豊橋技術科学大学男女共同参画推進室長、京都

大学客員教授の中野裕美先生に、「ダイバーシティ社会

に向けて～工学系でどう取り組むか、考えてみません

か？～」と題し、講演をしていただきました。女性が活

京大病院　オープンホスピタル

エネルギー科学研究科　男女共同参画推進講演会

10 月 31 日（土）、京都大学医学部附属病院でオープンホスピタル（病院見学会）が開催され、病児保育室「こも

も」がポスター参加しました。

躍すると何が期待できるのか、なぜ女性研究者、女性

リーダーが少ないのか、女性が活躍するにはどうしたら

いいかなど、ご自身の体験を交えてわかりやすくお話し

ていただきました。最後には、京都大学の工学系がリー

ダーシップを取り、他大学を牽引してほしいと期待のお

言葉を頂きました。

質疑応答の時間には、参加者それぞれの視点から、質

問や意見があり、中野先生が丁寧に回答されました。

最後に、塩路昌宏研究科長の挨拶で、講演会を締めく

くりました。

京都大学男女共同参画推進センター

病児保育室 こもも
Ⅰ.病児保育室とは

「京都大学男女共同参画推進センター病児保育室」（以下、京大
病児保育室）は、京都大学教職員・学生の子どもが、病中・病後
のため幼稚園・保育園・学校へ登園・登校できない時、親が仕事
や研究を休むことなく、子どもの保育ができる環境を提供する施
設です。京大病児保育室では、京都大学医学部附属病院と連携し、
看護師・保育士が常駐する安心できる環境において、病児の保育
を行っています。

Ⅱ.病児保育室の利用基準について

今まで、お熱がBT38.5℃以上続く場合などでご利用出来なかっ
たり、病児保育室で高熱になるとお迎えに来ていただいたりして
いましたが、今年の６月より、お熱の高さで利用基準を決めるの
ではなく、子どもさんの症状に応じて受け入れ出来るようになり
ました。

ただ、病児保育室が病院内に併設されているという環境にあるた
め院内感染の可能性を考慮すると、下記の感染症と診断された
場合は利用許可が変わってきます。

麻疹：発疹を伴う発熱が解熱後3日を経過すれば利用可
風疹：発疹が消失すれば利用可
水痘：全ての水疱が痂皮化すれば利用可
流行性耳下腺炎：耳下腺などの腫脹発現後5日を経過すれば

利用可
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染症：解熱後24時間経過すれば利用可

（24-48時間は隔離室）
ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ感染症：発熱/咽頭炎/結膜炎症状が軽減すれば利用可

（解熱後2日までは隔離室）
ﾛﾀｳｲﾙｽ・ﾉﾛｳｲﾙｽ胃腸炎：下痢・嘔吐症状が消失すれば利用可

しかし、今まで利用できなかった病気、
・マイコプラズマ感染症
・ＲＳウイルス感染症
・溶連菌感染症
・ヘルパンギーナ
・手足口病
・胃腸炎
と診断された場合でも、症状・状態に応じて利用できることになりましたので、
利用時ご相談ください。

Ⅲ.感染隔離室

保育室には、通常の保育室から隔てられたﾌｨﾙﾀｰ付き陰圧換気空調と室内に上下水
道を整備した隔離室があります。

また、隔離室も入室基準の見直しを行い、隔離室利用基準が変更になりました。

変更前→・38.5℃以上の発熱を呈するが、感染症名が確定していない状態
・下痢嘔吐を呈する急性胃腸炎
・咳や咽頭痛があるがマスクの着用が困難な急性上気道炎･気管支炎

変更後→・伝染性疾患罹患後、症状軽快し、登園（校）できるまでの期間。

・その他、医師により隔離が必要と判断される場合。
(子どもの利用が複数で、部屋を分けた方が良いと判断される場合に使用する。

また、利用中に急な激しい下痢や嘔吐が始まった場合など。）

○ 個々の病気の状態に合わせた睡眠・休息・食事で、看護及び
保育を提供しています。年齢に応じて遊びの内容を工夫し、
楽しく過ごせるように配慮しています。

○ スタッフが1対1に近い形で関わることで安心感や信頼関係
を早期に築けるように心掛けています。

○ 保育室担当医や看護師が常駐している環境のため、体調に変
化があった場合は迅速に対応ができます。

Ⅳ．保育について

こももハウス

みんなが好きな
あんぱんまんのおもちゃ

木の電車

小学生から赤ちゃんまで
一緒に遊んでいますというようなうれしい声をいただ

いています。

こどもが喜んで「こもも」に行
きます。具合が悪いと「こもも
に行く」とかいうんですよ。
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連載：研究者になる！ 第 53 回

「Sample ID: kyoko151204 」
  工学研究科・助教　　名村 今日子

私はまだ研究者としての経歴は短く、家庭を持ってい
るわけでもありません。それでも、私が生きてきた人生
を他の誰も生きてはいないので、参考にならなくとも一
例にはなれると思い、この記事を書かせていただくこと
にしました。

研究者として
本当に研究だけに限って言えば、女性であることが支

障になったことはありません。結婚や出産などプライ
ベートとの兼ね合いは別です。他の方も書かれているよ
うに、研究成果は論文や発表の件数などいい意味で数値
化されており男女平等に評価されます。とはいえなぜあ
えて研究者なのでしょうか。

私が研究者になろうと思ったのは小学生のころです。
将来の夢に「研究者」と書きました。早々に決めた理由
は、小さい頃から父母や親戚が数々の自然科学系の実験
を一緒にやってくれたことだと思います。昆虫採集から
草木染め、顕微鏡観察や電子工作など挙げだすときりが
ありません。一番のポイントは、いつも私をほったらか
して周りが楽しんでいたことです。その様子を見ながら
一緒にやってみると、本当に楽しい（気がしてくる）の
です。そして部屋に戻ると本棚には図鑑や写真集など
様々な本がそっと本棚に並べてありました。自然と興味
がわき、ページを何度もめくりました。こうしてうまい
こと自然科学系の実技と座学を自発的にやるように洗脳
されていきました。幼少期をあえて書いたのは、この時
の経験が今も私の中で生きていると思うからです。

そのまま研究者になることについて何の疑いもなく、
大学に入りました。今もずっとお世話になっている研究
室の門を叩いたきっかけは、廊下にかけてあった鈴木基
史先生のポスターです。そこにはカラフルな薄膜の写真
とその薄膜の電子顕微鏡像 ― 目には見えない面白い形
の構造を撮影した写真がいくつも並んでいました。直感
で「ここで研究がしたい」と思いました。さすがに研究
室に入ってからは、結果が長らくでなかったり論文がな
かなか通らなかったり、苦しい時期もありました。それ
でも続けている理由は、幼少期と同じように研究の楽し
さを人と共有した瞬間があるからです。詳しくは書きま

せんが、私は熱を使って流体
を駆動する実験を行っており
ます。なかなか駆動されない
流体を相手に試行錯誤を繰り
返していた中で、ある日突然
急激なマイクロ回転流が発生
しました。うれしいのか何な
のかふわふわした気分のま
ま、現象の再現性を確かめて鈴木先生に報告しました。
結果をみるなり「これはめちゃめちゃ面白い！」と言っ
てとても喜んでくださいました。その瞬間に楽しさの実
感が湧きました。あの感覚は今でも研究の励みになって
います。簡単な科学実験ならともかく、大学の研究とも
なれば時間と手間がかかる分、楽しさを見失いがちで
す。先生にしていただいたように、自分も研究の楽しい
瞬間を捉え、なるべく学生を巻き込んでその感覚を共有
できるようにしたいと思っています。

女性として
ここまでで私が研究を楽しんでいることは伝わったと

思います。それでは女性であることが全くこれまで気に
ならなかったか。答えは否です。絶望的な男女比（女性
3 ％程度）に気づいたのは大学入学後でした。大学院
進学以降はほとんどいつでも女性は自分一人という環境
でした。女友達とずっと一緒に居たい方ではないです
が、周りの学生との性別・年の差が少しずつ広がる中
で、たまに孤独を感じることがありました。

そんな時にちょうど「JSPS 組織的な若手研究者等海
外派遣プログラム」と「工学研究科馬詰研究奨励賞」の
受賞によって海外行きの切符を手にしました。合計
3 ヶ月間、スウェーデンのウプサラ大学の Granqvist 先
生の研究室に滞在させていただきました。そこには 10
名以上の博士課程の学生がおり、その内半分くらいが女
性でした。同じ分野にいる女性研究者仲間がたくさんで
きたことで、女性研究者として生きることが特別なこと
ではない、という気楽さが生まれました。この経験のお
かげで今日も楽しく研究に打ちこめています。

以上、私の今までというものを書き連ねました。結局
のところ、今、私はただの研究者です。いつか女性研究
者として生きる日が来たら、もう少しみなさんの役に立
つことをどこかで書きたいと思います。
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